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審 査 結 果 の 要 旨 
 





 脊柱管狭窄に起因する神経症状を主訴とし，保存療法が無効であった LDS に対して低侵襲除
圧術のみを施行した 51 例を対象とした．臨床成績として日本整形外科学会腰椎疾患治療成績判
定基準（JOA スコア）および改善率を調査した．術前と最終経過観察時の腰椎単純 X 線像で，
すべり率，椎間板高および椎間不安定性を評価した．また，術前の MR 画像における信号変化
で椎間板変性の程度を評価した．術前のすべり率，椎間板高および椎間板変性と，術後のすべ
り進行の程度および JOA スコア改善率との関連を検討した．術後のすべり率の増大が 5%以上
の進行群ですべり率の経時的な変化を観察した． 
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